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	令和８年度さいたま市DX推進補助金
	対象経費
	●専用ソフトウェア等の購入に要する経費（ライセンス利用料含む）
	ソフトウェア導入費
	●その他生産性向上に資するクラウドソフトウェア及びパッケージソフト導入費
	●情報システム等の構築に要する経費

	システム構築費
	●その他生産性向上に資するシステム構築費
	●専用ソフトウェア及びシステム構築に付随して使用する機器等

	導入関連経費
	●または導入検討にあたる専門家費用、研修に関する経費
	●クラウドサービスの利用に関する経費

	クラウドサービス利用料
	●本補助事業実施期間の月額利用料
	●外部から技術指導等のDX導入に要する経費

	技術導入費

	補助対象経費領域
	過去の採択事例
	インターネット環境にて利用するクラウド版の 見積・発注・原価管理システムを導入。 場所を選ばず仕事ができるようになり、 作業効率が大幅に向上。自動アップデート機能に より、システム管理作業工数が削減された。

	審査項目
	●自社分析が妥当であり、かつ今後の展望が適切かどうか ●本事業の実施内容が明確であり、かつ生産性向上（付加価値額 3 ％程度）が期待できるか ※これまで、さいたま市DX推進補助金の交付を受けたことがない事業者を優先的に採択します ※その他加点項目等は公募要領をご確認ください

	申請方法
	①財団HPより申請書をダウンロード　 ②公募要領を確認し、申請書に記入・捺印　 ③申込書を電子メールに添付して提出
	飲食店において、複数ある店舗ごとで指示が異なり、 研修の非効率性が課題だった。eラーニング導入により、 学習進捗の管理やテスト機能を活用し、研修時間を短縮。 指示の統一と情報共有の円滑化で業務の標準化と 店長の負担軽減を実現した。




